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泉崎村立泉崎中学校      発行責任者 校長 桑原  透 
 

７月の予定表 

すでにご案内を差し上げております

が、７月５日（金）は授業参観・講演会・学年保護者会があります。講演会はダ

ルライザーこと和知健明氏が講師です。是非ご参加ください。 

 

１ 明るく元気なあいさつをしましょう。 
２ 健康・安全に留意して生活しましょう。 

３ 「自 他 共 栄」 自分も大切、周りも大切。 
４ 「一 歩 改 革」 昨日の自分より一歩でも前に進みましょう 

朝会　重点清掃(水拭き開始)
SSボランティア締切
村プール使用開始

ＲＳＴ１年２組(昼休み・５校時)
SC来校　３年学習会(英)　SSWｒ（Pm)
生徒会専門委員会③　職員打合せ　白樺祭実行委員会
生徒1学期反省「（４）　部活動なし
県陸上大会
県陸上大会

３年学習会(数)
授業参観･教育講演会・学年懇談 給食試食会12:30
県陸上大会
部活動なし

朝会　県中体連選手壮行会（放）
SSWr(Pm)
ワックスがけ(普通教室)
3年学習会（英）

実力テスト１・２年　白樺祭実行委員会
職員会議⑤
部活動なし　清潔検査
駅伝部健康診断13:30　校内授業研究会(英・数)Am
第1回共同授業研究会（二小）13:35～16:30
部活動なし
3年思春期講座（2校時）ワークセンター
SC来校　３年学習会(英)　SSWｒ（Pm)
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ﾏｲｴﾌﾟﾛﾝ配膳～19日 ワックスがけ

３年学習会(英)
森林学習１年３・４校時
清潔検査
部活動なし　職員打合せ　ワックスがけ
薬物乱用防止教室（６）

3年学習会（数）
第1学期終業式（５）

SSボランティア事前説明会15:45ワークセンター

高校体験入学（帝京安積）

県中体連総合大会(バレーボール・水泳)
三者相談３年（1，2組）

県中体連総合大会（バレーボール・水泳）
高校体験入学（郡山、萌世9:00or12:30、修明鮫川）
三者相談３年（1，2組）　SSボランティア
県中体連総合大会（バレーボール・水泳）
高校体験入学（塙工業、石川8:30、黎明8:40、郡山東）
三者相談３年（1，2組）　SSボランティア
高校体験入学（修明8:00、郡山商、郡山北8:30、日大東北）

SSボランティア

高校体験入学（白河8:30、須賀川9:00、開成、日大東北）
三者相談３年（1組）

SSボランティア

高校体験入学（日大東北、尚志）

高校体験入学（郡女大附9:30）

高校体験入学（清陵情報8:20）

SSボランティア
三者相談３年（1，2組）

高校体験入学（実業8:30、12:30、桐陽、田村）

SSボランティア
三者相談３年（2組）

高校体験入学（旭）

SSボランティア31 水
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「救命の連鎖」をご存知ですか？ 

 

1日（月）の朝会で、この「救急の連鎖」の話をしました。1年ほど前に沖縄で陸上部の高校生が持久走を

行った後、呼吸困難になった時に近くにいた生徒が心肺蘇生を行う間に、先生がＡＥＤを持ってきて使用したこ

とにより一命を取りとめたという事件がありました。後2分遅れていたら命がなくなっていたそうです。その話を例

に、生徒の一人ひとりが、救命の連鎖の一員となることの重要性を話しました。これは学校だけで無く、社会全

般において言えることです。 

本校には職員玄関前の廊下にＡＥＤと担架があります。先週の朝会の時に、その場所を知っている生徒に

手を挙げてもらったところ、全体の5分の１程度しかいませんでした。そこで置いてある場所を教えて、「次の朝会

までに確認してきてください。」と話しました。1日の朝会では約3分の２の生徒の皆さんが確認したと答えてくれま

した。１年生は入学してまだ、３ヶ月なので、朝会後に全員で場所を確認に行きました。 

 もし、学校内外を問わず、命に関わる事態が発生したとき、生徒一人ひとりが「救命の連鎖」に関わる対応

ができたら素晴らしいですね。 

『心停止の予防』『心停止の早期発見と通報』『一時救命処置（心肺蘇生とＡＥＤ）』『二

次救命処置と心肺再開後の集中治療』をそれぞれ４つの鎖の輪に例え、これらの鎖が迅速に途切れること

なく連鎖されることで救命率が向上することを表しています。 

 「救命の連鎖」における最初の 3つの輪は、現場に居合あわせた市民によって行われること

が期待されます。たとえば、市民が心肺蘇生を行った場合は、行わなかった場合に比べて生存率が高いこ

と、あるいは市民が AEDによって除細動を行ったほうが、救急隊が除細動を行った場合よりも早く実施できるた

め生存率や社会復帰率が高いことがわかっています。市民は「救命の連鎖」を支える重要な役割を担

っているのです                  【厚生労働省救急蘇生法指針より】 


